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ご注意 
 

１．このソフトウェアの著作権は、Ｄｅｂｕｇ Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ社にあります。 

２．このソフトウェアおよびマニュアルの一部または全てを無断で使用、複製することはできません。 

３．ソフトウェアは、コンピュータ１台につき１セット購入が原則となっております。 

４．このソフトウェアおよびマニュアルは、本製品の使用許諾契約書のもとでのみ使用可能です。 

５．このソフトウェアおよびマニュアルを運用した結果の影響については、いっさい責任をおいかねますので

ご了承下さい。 
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 第１章 Ｄｅｖｉｃｅファイル概要

 

１．Ｄｅｖｉｃｅファイル概要 

 
ＥＥＰＲＯＭメモリＤｅｖｉｃｅファイルはオンボード書き込みを行うメモリデバイスの特性を表現したテキストファイルで、Ｐｏ

ｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒ固有のフォーマットです。ＥＥＰＲＯＭメモリの種別や、インストラクションセットを定義したデバイス毎の

ファイルを用意することで、デバイスの設定を簡単に行うことができます。 

 

 

 
1 Ｄｅｂｕｇ Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ   Ｄｅｖｉｃｅファイル解説 



 第２章 Ｄｅｖｉｃｅファイルで使用される単語 

 

２．ＥＥＰＲＯＭ Ｄｅｖｉｃｅファイルで使用される単語 

 

２．１ キャラクタセット 
 

Ｄｅｖｉｃｅファイルでの単語表記は大文字と小文字の認識はおこないません。又使用できる文字は以下のとおりです。 

 

１）大文字、小文字 ：Ａ，Ｂ，Ｃ・・・Ｚ ， ａ，ｂ，ｃ・・・ｚ 

２）数字  ：０－９ 

３）特殊文字 ： “ ＆ ‘ （ ） ＊ ， － ． ； ＜ ＝ ＞ ＿  その他の特殊文字はコメントとしては使用

可能です。 
４）区切り文字 ：空白文字（スペース） Ｔａｂ文字 
 
 
２．２ 単語 
 

ＢＳＤＬで使用される単語は、１文字または複数のアルファベット文字、数字或いはアンダースコア（＿）から構成されま

す。又、単語の文字数の上限はありません。以下の文字は有効な単語とみなされます。 

 

 ＤＣＦ    // 有効な単語 

 ＤＣＦ＿ＦＩＬＥ＿Ｎｏ１   // 有効な単語 

 
 

２．３ コメント 
 

２つのスラッシュ（//） から行の最後までがコメントとしてみなされます。改行のみ、もしくは空白行は，// 

で定義しなくても無視されます。 
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 第３章 文法定義

 

３．文法定義 

 

３．１ ＥＥＰＲＯＭメモリＤｅｖｉｃｅファイルの構造について 
 

ＥＥＰＲＯＭメモリＤｅｖｉｃｅファイルの構造は以下のような構造をとらなければなりません。 
 
 
 ＜ＤｅｖＶｅｒ コマンド＞ 
 ［＜ＤｅｖＭａｋｅｒ コマンド＞］ 
 ［＜ＤｅｖＮａｍｅ コマンド＞］ 
 ｛＜ＤｅｖＤｅｆ コマンド＞｝ 
 ｛＜ＩｎｓｔＳｅｔ コマンド＞｝ 
 
 
※Ｄｅｖｉｃｅファイル表記においては、その要素順序は上記の構造であらわされる順序をまもらなければなりません。 
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4 Ｄｅｂｕｇ Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ  Ｄｅｖｉｃｅファイル解説 

 

３．２ コマンド構造について 
 

Ｄｅｖｉｃｅファイルのコマンド構造は以下のような構成をとります。 
 

ＥＥＰＲＯＭメモリＤｅｖｉｃｅファイルのコマンドは、以下の書式で構成されます。 

 

コマンド パラメータ１ パラメータ２ ・・・・ パラメータｎ 

 

 

コマンド ： ＤｅｖＶｅｒ ， ＤｅｖＭａｋｅｒ ， ＤｅｖＮａｍｅ ， ＤｅｖＤｅｆ ， ＩｎｓｔＳｅｔ 

 

パラメータ ： コマンドの種類により、必要なパラメータの数は異なります。 

 

コマンド及びそのパラメータは１行で完結し、空白もしくはＴＡＢで区切られます。パラメータの数はコマンドによって０も

しくは複数のパラメータを持ちます。又パラメータで定義される数値は、１０進数もしくは１６進数で表現され、１６進数で

表現する場合は先頭に０ｘを付与する必要があります。 

 

例： 

ＤｅｖＤｅｆ Ｓｅｃｔｏｒ ４０    // １０進数 

Ｓｅｃｔｏｒ ０ｘ０ ０ｘ００００００００ ０ｘ００００ｆｆｆｆ  // １６進数 

 

 

３．３ Ｄｅｖｉｃｅファイルコマンドリスト 
 

ＥＥＰＲＯＭデバイスファイルで使用されるコマンドを以下に示します。 

 

 ＤｅｖＶｅｒ ： デバイス定義ファイルバージョンを指定 

 ＤｅｖＭａｋｅｒ ： デバイスメーカー定義 

 ＤｅｖＮａｍｅ ： デバイス型各 

 ＤｅｖＤｅｆ ： デバイス信号情報定義 

 ＩｎｓｔＳｅｔ ： インストラションセット定義 

 

 



 第４章 コマンド詳細

 

４．コマンド詳細 

 

４．１ ＤｅｖＶｅｒ コマンド 
 

ＤｅｖＶｅｒ コマンドは、ＥＥＰＲＯＭメモリ定義ファイルのバージョンを定義します。 

 

構文 ：ＤｅｖＶｅｒ Ｍａｊバージョン Ｍｉｎバージョン 

 

Ｍａｊバージョン ： ｍａｊｏｒ バージョン［文字列型］ 

Ｍｉｎバージョン ： ｍｉｎｅｒ バージョン［文字列型］ 

 

例 ：ＤｅｖＶｅｒ １ １ 

 

※現在のＥＥＰＲＯＭメモリ定義ファイルのバージョンは １．１ です。 
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 第４章 コマンド詳細 

 

４．２ ＤｅｖＭａｋｅｒ コマンド 
 

ＤｅｖＭａｋｅｒ コマンドは、ＥＥＰＲＯＭメモリデバイスのメーカに関する属性を定義します。 

 

構文 ：ＤｅｖＭａｋｅｒ Ｍａｋｅｒ名 

 

Ｍａｋｅｒ名 ： ＥＥＰＲＯＭメモリデバイスメーカー名［文字列型］ 

 

例 ：ＤｅｖＭａｋｅｒ ＡTMEL 

 

※ＤｅｖＭａｋｅｒ コマンドは定義されていなくても、エラーにはなりません。 
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 第４章 コマンド詳細

 

４．３ ＤｅｖＮａｍｅ コマンド 
 

ＤｅｖＮａｍｅ コマンドは、ＥＥＰＲＯＭメモリデバイス名に関する属性を定義します。 

 

構文 ：ＤｅｖＮａｍｅ デバイス名 

 

デバイス名 ： ＥＥＰＲＯＭメモリデバイス名［文字列型］ 

 

例 ：ＤｅｖＮａｍｅ ＡＴ２４Ｃ６４Ａ 

 

※ＤｅｖＮａｍｅ コマンドは定義されていなくても、エラーにはなりません。 
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 第４章 コマンド詳細 

 

４．４ ＤｅｖＤｅｆ コマンド 
 

ＤｅｖＤｅｆ コマンドは、ＥＥＰＲＯＭメモリのデバイス設定に関する属性を定義します。 

 

ＤｅｖＤｅｆ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ１ ｛Ｐａｒａｍｅｔｅｒ２｝ ｛Ｐａｒａｍｅｔｅｒ３｝ 

  

Ｐａｒａｍｅｔｅｒ１ ： 属性定義定数 

 

Ｔｙｐｅ ： ＥＥＰＲＯＭ種別（Ｉ２Ｃ／ＳＰＩ／ＭｉｃｒｏＷｉｒｅ）の定義 

 Ｄａｔａ ： データビット数の定義 

Ｗｏｒｄ ： ワード数の定義 

 ＳｌａｖｅＡｄｒ ： Ｉ２ＣデバイスのＳｌａｖｅアドレスの定義 

ＡｄｒＢｙｔｅ ： アドレスのバイト数定義 

 ＰａｇｅＳｉｚｅ ： ページサイズ定義 

 ＷｒＴｉｍｅ ： ＥＥＰＲＯＭデバイスの書き込み時間定義 

ＲｅａｄＣｏｎｔ ： ＭｉｃｒｏＷｉｒｅデバイスのアドレスオートインクリメント機能設定 

 

 ＣＳ ： ＣＳ信号の属性定義 

Ｐｒｏｔｅｃｔ ： Ｐｒｏｔｅｃｔ信号の属性定義 

Ｈｏｌｄ ： Ｈｏｌｄ信号の属性定義 
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 第４章 コマンド詳細

 

４．４．１ Ｔｙｐｅ 定義 
 

ＥＥＰＲＯＭメモリデバイスの種別を定義します。 

 

構文 ：ＤｅｖＤｅｆ Ｔｙｐｅ ＥＥＰＲＯＭ種別 

 

ＥＥＰＲＯＭ種別 ： ＥＥＰＲＯＭメモリデバイスの種別［文字列定義型］。Ｉ２Ｃ／ＳＰＩ／ＭｉｃｒｏＷｉｒｅ のい

ずれかを定義します。 

 

例 ：ＤｅｖＤｅｆ Ｔｙｐｅ ＳＰＩ 

 

 

ＥＥＰＲＯＭ種別により、定義内容が異なります。 

 

 

ＤｅｂＤｅｆ コマンド Ｉ２Ｃ ＳＰＩ ＭｉｃｒｏＷｉｒｅ 

Ｔｙｐｅ 

Ｄａｔａ 

Ｗｏｒｄ 

ＳｌａｖｅＡｄｒ 

ＡｄｒＢｙｔｅ 

ＰａｇｅＳｉｚｅ 

ＷｒＴｉｍｅ 

ＲｅａｄＣｏｎｔ 

ＣＳ 

Ｐｒｏｔｅｃｔ 

Ｈｏｌｄ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

－ 

－ 

○ 

－ 

○ 

○ 

○ 

－ 

○ 

○ 

○ 

－ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

－ 

－ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

－ 
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 第４章 コマンド詳細 

 

４．４．２ Ｄａｔａ 定義 
 

ＥＥＰＲＯＭメモリデバイスのデータビット数を示します。 

 

 

構文 ：ＤｅｖＤｅｆ Ｄａｔａ データビット数 

 

データ信号数 ： ＥＥＰＲＯＭメモリデバイスのデータ信号本数［ＤＷＯＲＤ型］ 

 ８ 、 １６ 又は ３２ を指定します。 

 

例 ：ＤｅｖＤｅｆ Ｄａｔａ １６ 
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 第４章 コマンド詳細

 

４．４．３ Ｗｏｒｄ 定義 
 

ＥＥＰＲＯＭメモリデバイスのワード数を指定します。 

 

 

構文 ：ＤｅｖＤｅｆ Ｗｏｒｄ ワード数 

 

ワード数 ： ＥＥＰＲＯＭメモリデバイスのワード数［ＤＷＯＲＤ型］ 

｛ １６、３２、６４、１２８，２５６、５１２、１０２４、２０４８，４０９６、８１９２、１６３８４、 

３２７６８、１３１０７２、２６２１４４、５２４２８８ ｝ から指定します。 

 

例 ：ＤｅｖＤｅｆ Ｄａｔａ ２５６ 
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 第４章 コマンド詳細 

 

４．４．４ ＳｌａｖｅＡｄｒ 定義 
 

ＥＥＰＲＯＭ（Ｉ２Ｃ）メモリデバイスのヘッダデータ（デバイスコードとスレーブアドレス）を指定します。 
 
その文字には、“０１ａＡｘＸ＊” が使用されます。又文字数は、７Ｂｉｔアドレスフォーマットの時は７文字、１０ビットアドレ

スフォーマットのときは１０文字で構成されます。 

 

 

構文 ：ＤｅｖＤｅｆ ＳｌａｖｅＡｄｒ ＳｌａｖｅＡｄｄｒｅｓｓ定義 

 

ＳｌａｖｅＡｄｄｒｅｓｓ定義 ： Ｉ２Ｃデバイスのワード数［文字列定義型］ 

 
文字には、“０１ａＡｘＸ＊” が使用されます。又文字数は、７Ｂｉｔアドレスフォーマットの時は７文字、１０

ビットアドレスフォーマットのときは１０文字で構成されます。 

 

０ ： デバイスコードの“Ｌ”レベルを設定します。 
１ ： デバイスコードの“Ｈ”レベルを設定します。 
ａ ： スレーブアドレス（アドレスピンと比較） 
Ａ ： “ａ” と同じ 
ｘ ： 無視 
Ｘ ： ｘ と同じ 
＊ ： 拡張アドレス設定（アドレスの定義をヘッダ部のビットを使用して指定する場合） 

 

例 ：ＤｅｖＤｅｆ ＳｌａｖｅＡｄｒ １０１０ｘｘｘ 
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 第４章 コマンド詳細

 

４．４．５ ＡｄｒＢｙｔｅ 定義 
 

ＥＥＰＲＯＭメモリデバイスのワードアドレスのバイト数を指定します。 

 

 

構文 ：ＤｅｖＤｅｆ ＡｄｒＢｙｔｅ アドレスバイト数 

 

アドレスバイト数 ： ＥＥＰＲＯＭメモリデバイスのワードアドレスのバイト数［ＢＹＴＥ型］ 

 １ 、 ２ 、 ３ 又は ４ を指定します。 

 

例 ：ＤｅｖＤｅｆ ＡｄｒＢｙｔｅ ２ 
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 第４章 コマンド詳細 

 

４．４．６ ＰａｇｅＳｉｚｅ 定義 
 

ＥＥＰＲＯＭメモリデバイスのページサイズを指定します。 

 

 

構文 ：ＤｅｖＤｅｆ ＰａｇｅＳｉｚｅ ページサイズ 

 

ページサイズ ： ＥＥＰＲＯＭメモリデバイスのページサイズのバイト数［ＤＷＯＲＤ型］ 

 ｛ １、２、４、８、１６、３２、６４、１２８，２５６、５１２、１０２４ ｝ から指定します。 

 

例 ：ＤｅｖＤｅｆ ＰａｇｅＳｉｚｅ １６ 
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 第４章 コマンド詳細

 

４．４．７ ＷｒＴｉｍｅ 定義 
 

ＥＥＰＲＯＭメモリデバイスの書き込み時間をｍｓｅｃ単位で設定します。 

 

 

構文 ：ＤｅｖＤｅｆ ＷｒＴｉｍｅ 書き込み時間 

 

書き込み時間 ： ＥＥＰＲＯＭメモリデバイスの書き込み時間（ｍｓｅｃ）［ＤＷＯＲＤ型］ 

 

例 ：ＤｅｖＤｅｆ ＷｒＴｉｍｅ １０ 
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 第４章 コマンド詳細 

 

４．４．８ ＲｅａｄＣｏｎｔ 定義 
 

ＥＥＰＲＯＭメモリ（ＭｉｃｒｏＷｉｒｅ）デバイスの連続読み出し可否定義。 

 

 

構文 ：ＤｅｖＤｅｆ ＲｅａｄＣｏｎｔ 有効／無効 

 

有効／無効 ： ＥＥＰＲＯＭメモリ（ＭｉｃｒｏＷｉｒｅ）デバイスの連続読み出し有効／無効を設定します。

［文字列定義型］ 

ＯＮ ： 連続読み出し有効 

ＯＦＦ ： 連続読み出し無効 

 

 

例 ：ＤｅｖＤｅｆ ＲｅａｄＣｏｎｔ ＯＮ 
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 第４章 コマンド詳細

 

４．４．９ ＣＳ 定義 
 

Ｃｈｉｐ Ｓｅｌｅｃｔ 信号の属性を定義します。 

 

構文 ：ＤｅｖＤｅｆ ＣＳ 有効／無効 極性 

 

有効／無効 ： ＣＳ信号の有効／無効を設定します。［文字列定義型］ 

ＯＮ ： ＣＳ信号が有効 

ＯＦＦ ： ＣＳ信号が無効 

 

極性 ： 有効／無効設定がＯＮのとき、ＣＳ信号の極性を定義します。［文字列定義型］ 

ＮＥＧ ： 負論理－アクティブＬ 

ＰＯＳ ： 正論理－アクティブＨ 

 

 

例： ＤｅｖＤｅｆ ＣＳ ＯＮ ＮＥＧ Ｈ 
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 第４章 コマンド詳細 

 

４．４．１０ Ｐｒｏｔｅｃｔ 定義 
 

Ｐｒｏｔｅｃｔ 信号の属性を定義します。 

 

構文 ：ＤｅｖＤｅｆ Ｐｒｏｔｅｃｔ 有効／無効 極性 

 

有効／無効 ： Ｐｒｏｔｅｃｔ信号の有効／無効を設定します。［文字列定義型］ 

ＯＮ ： Ｐｒｏｔｅｃｔ 信号が有効 

ＯＦＦ ： Ｐｒｏｔｅｃｔ 信号が無効 

 

極性 ： 有効／無効設定がＯＮのとき、Ｐｒｏｔｅｃｔ 信号の極性を定義します。 

［文字列定義型］ 

ＮＥＧ ： 負論理－アクティブＬ 

ＰＯＳ ： 正論理－アクティブＨ 

 

 

例： ＤｅｖＤｅｆ Ｐｒｏｔｅｃｔ ＯＮ ＮＥＧ 
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 第４章 コマンド詳細

 

４．４．１１ Ｈｏｌｄ 定義 
 

Ｈｏｌｄ 信号の属性を定義します。 

 

構文 ：ＤｅｖＤｅｆ Ｈｏｌ 有効／無効 極性 

 

有効／無効 ： Ｈｏｌｄ 信号の有効／無効を設定します。［文字列定義型］ 

ＯＮ ： Ｈｏｌｄ 信号が有効 

ＯＦＦ ： Ｈｏｌｄ 信号が無効 

 

極性 ： 有効／無効設定がＯＮのとき、Ｈｏｌｄ 信号の極性を定義します。 

［文字列定義型］ 

ＮＥＧ ： 負論理－アクティブＬ 

ＰＯＳ ： 正論理－アクティブＨ 

 

 

例： ＤｅｖＤｅｆ Ｈｏｌｄ ＯＮ ＮＥＧ 
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 第４章 コマンド詳細 

 

４．５ ＩｎｓｔＳｅｔ コマンド 
 

ＩｎｓｔＳｅｔ コマンドは、ＥＥＰＲＯＭメモリ（ＳＰＩ，ＭｉｃｒｏＷｉｒｅ）デバイスのインストラクションセットを定義します。 

 

ＩｎｓｔＳｅｔ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ１ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ２ 

  

Ｐａｒａｍｅｔｅｒ１ ： インストラクションセット種別 

 

Ｗｒｉｔｅ ： 書き込みインストラクションセットを指定します。必須指定です。 
Ｒｅａｄ ： 読み出しインストラクションセットを指定します。必須指定です。 
Ｅｒａｓｅ ： データ消去インストラクションセットを指定します。オプションです＊１。 
ＷｒｉｔｅＳＲ ： ステータスレジスタ書き込みインストラクションセットを指定します。オプションです＊１。 
ＲｅａｄＳＲ ： ステータスレジスタ読み出しインストラクションセットを指定します。オプションです＊１。 
ＷｒｉｔｅＡＬＬ ： チップ全体同一データ書き込みインストラクションセットを指定します。オプションです＊１。 
ＥｒａｓｅＡＬＬ ： チップ全体データ消去インストラクションセットを指定します。オプションです＊１。 
ＰａｇｅＷｒｉｔｅ ： ページ書き込みインストラクションセットを指定します。オプションです＊１。 
ＷｒｉｔｅＥｎ ： 書き込み許可インストラクションセットを指定します。オプションです＊１。 
ＷｒｉｔｅＤｓ ： 書き込み禁止インストラクションセットを指定します。オプションです＊１。 

 

※インスラクションセットが未定義で指定しない場合、Ｐａｒａｍｅｔｅｒ２  に 全ビット“ｘ” を指定してください。 

 

 

ＥＥＰＲＯＭ種別により、定義内容が異なります。 

 

ＩｎｓｔＳｅｔ コマンド Ｉ２Ｃ ＳＰＩ ＭｉｃｒｏＷｉｒｅ 

Ｗｒｉｔｅ 

Ｒｅａｄ 

Ｅｒａｓｅ 

ＷｒｉｔｅＳＲ 

ＲｅａｄＳＲ 

ＷｒｉｔｅＡＬＬ 

ＥｒａｓｅＡＬＬ 

ＰａｇｅＷｒｉｔｅ 

ＷｒｉｔｅＥｎ 

ＷｒｉｔｅＤｓ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

○ 

○ 

－ 

△ 

△ 

－ 

－ 

－ 

△ 

△ 

○ 

○ 

△ 

－ 

－ 

△ 

△ 

△ 

△ 

△ 

     ○ ： 必須命令 、 △ ： オプション 、 － ： 無効 
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 第４章 コマンド詳細

 

４．５．１ Ｗｒｉｔｅ 定義 
 

Ｗｒｉｔｅ インストラクションセットを定義します。 

 

構文 ：ＩｎｓｔＳｅｔ Ｗｒｉｔｅ インストラクションセット定義 

 

インストラクションセット定義 ： Ｗｒｉｔｅ シーケンスのインストラクションセットを設定します。 

［文字列定義型］ 

文字には、“０１ａＡｘＸ＊” が使用されます。 

 

０ ： デバイスコードの“Ｌ”レベルを設定します。 
１ ： デバイスコードの“Ｈ”レベルを設定します。 
ａ ： ＭｉｃｒｏＷｉｒｅデバイス定義時、アドレスビットを示します。 
Ａ ： “ａ” と同じ 
ｘ ： 無視 
Ｘ ： ｘ と同じ 

 

 

例： ＩｎｓｔＳｅｔ Ｗｒｉｔｅ ００００００１０ 

 

 

 ※Ｗｒｉｔｅ インストラクションセットを定義は必須指定です。 
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 第４章 コマンド詳細 

 

４．５．２ Ｒｅａｄ 定義 
 

Ｒｅａｄ インストラクションセットを定義します。 

 

構文 ：ＩｎｓｔＳｅｔ Ｒｅａｄ インストラクションセット定義 

 

インストラクションセット定義 ： Ｒｅａｄ シーケンスのインストラクションセットを設定します。 

［文字列定義型］ 

文字には、“０１ａＡｘＸ＊” が使用されます。 

 

０ ： デバイスコードの“Ｌ”レベルを設定します。 
１ ： デバイスコードの“Ｈ”レベルを設定します。 
ａ ： ＭｉｃｒｏＷｉｒｅデバイス定義時、アドレスビットを示します。 
Ａ ： “ａ” と同じ 
ｘ ： 無視 
Ｘ ： ｘ と同じ 

 

 

例： ＩｎｓｔＳｅｔ Ｒｅａｄ ００００００１０ 

 

 ※Ｒｅａｄ インストラクションセットを定義は必須指定です。 
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 第４章 コマンド詳細

 

４．５．３ Ｅｒａｓｅ 定義 
 

ＭｉｃｒｏＷｉｒｅデバイスの Ｅｒａｓｅ インストラクションセットを定義します。 

 

構文 ：ＩｎｓｔＳｅｔ Ｅｒａｓｅ インストラクションセット定義 

 

インストラクションセット定義 ： Ｅｒａｓｅ シーケンスのインストラクションセットを設定します。 

［文字列定義型］ 

文字には、“０１ａＡｘＸ＊” が使用されます。 

 

０ ： デバイスコードの“Ｌ”レベルを設定します。 
１ ： デバイスコードの“Ｈ”レベルを設定します。 
ａ ： ＭｉｃｒｏＷｉｒｅデバイス定義時、アドレスビットを示します。 
Ａ ： “ａ” と同じ 
ｘ ： 無視 
Ｘ ： ｘ と同じ 

 

 

例： ＩｎｓｔＳｅｔ Ｅｒａｓｅ １１ａａａａａａａ 

 

 ※Ｅｒａｓｅインストラクション未使用、又は未定義のときは、全ビット“ｘ”を指定します。 
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 第４章 コマンド詳細 

 

４．５．４ ＷｒｉｔｅＳＲ 定義 
 

ＳＰＩデバイスの Ｗｒｉｔｅ Ｓtatus Ｒegister（ステータスレジスタ書き込み）インストラクションセットを定義します。 

 

構文 ：ＩｎｓｔＳｅｔ ＷｒｉｔｅＳＲ インストラクションセット定義 

 

インストラクションセット定義 ： ＷｒｉｔｅＳＲ（ステータスレジスタ書き込み）シーケンスのインストラクショ

ンセットを設定します。［文字列定義型］ 

文字には、“０１ｘＸ＊” が使用されます。 

 

０ ： デバイスコードの“Ｌ”レベルを設定します。 
１ ： デバイスコードの“Ｈ”レベルを設定します。 
ｘ ： 無視 
Ｘ ： ｘ と同じ 

 

 

例： ＩｎｓｔＳｅｔ ＷｒｉｔｅＳＲ ０００００００１ 

 

 ※ＷｒｉｔｅＳＲ（ステータスレジスタ書き込み）インストラクション未使用、又は未定義のときは、全ビット“ｘ”を指定しま

す。 
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 第４章 コマンド詳細

 

４．５．５ ＲｅａｄＳＲ 定義 
 

ＳＰＩデバイスの Ｒｅａｄ Ｓtatus Ｒegister（ステータスレジスタ読み出し）インストラクションセットを定義します。 

 

構文 ：ＩｎｓｔＳｅｔ ＲｅａｄＳＲ インストラクションセット定義 

 

インストラクションセット定義 ： ＲｅａｄＳＲ（ステータスレジスタ書き込み）シーケンスのインストラクショ

ンセットを設定します。［文字列定義型］ 

文字には、“０１ｘＸ＊” が使用されます。 

 

０ ： デバイスコードの“Ｌ”レベルを設定します。 
１ ： デバイスコードの“Ｈ”レベルを設定します。 
ｘ ： 無視 
Ｘ ： ｘ と同じ 

 

 

例： ＩｎｓｔＳｅｔ ＲｅａｄＳＲ ０００００１０１ 

 

 ※ＲｅａｄＳＲ（ステータスレジスタ読み出し）インストラクション未使用、又は未定義のときは、全ビット“ｘ”を指定しま

す。 
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 第４章 コマンド詳細 

 

４．５．６ ＷｒｉｔｅＡＬＬ 定義 
 

ＭｉｃｒｏＷｉｒｅデバイスの ＷｒｉｔｅＡＬＬ インストラクションセットを定義します。 

 

構文 ：ＩｎｓｔＳｅｔ ＷｒｉｔｅＡＬＬ インストラクションセット定義 

 

インストラクションセット定義 ： ＷｒｉｔｅＡＬＬ シーケンスのインストラクションセットを設定します。 

［文字列定義型］ 

文字には、“０１ａＡｘＸ＊” が使用されます。 

 

０ ： デバイスコードの“Ｌ”レベルを設定します。 
１ ： デバイスコードの“Ｈ”レベルを設定します。 
ａ ： ＭｉｃｒｏＷｉｒｅデバイス定義時、アドレスビットを示します。 
Ａ ： “ａ” と同じ 
ｘ ： 無視 
Ｘ ： ｘ と同じ 

 

 

例： ＩｎｓｔＳｅｔ ＷｒｉｔｅＡＬＬ ０００１ｘｘｘｘｘ 

 

 ※ＷｒｉｔｅＡＬＬインストラクション未使用、又は未定義のときは、全ビット“ｘ”を指定します。 
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 第４章 コマンド詳細

 

４．５．７ ＥｒａｓｅＡＬＬ 定義 
 

ＭｉｃｒｏＷｉｒｅデバイスの ＥｒａｓｅＡＬＬ インストラクションセットを定義します。 

 

構文 ：ＩｎｓｔＳｅｔ ＥｒａｓｅＡＬＬ インストラクションセット定義 

 

インストラクションセット定義 ： ＥｒａｓｅＡＬＬ シーケンスのインストラクションセットを設定します。 

［文字列定義型］ 

文字には、“０１ａＡｘＸ＊” が使用されます。 

 

０ ： デバイスコードの“Ｌ”レベルを設定します。 
１ ： デバイスコードの“Ｈ”レベルを設定します。 
ａ ： ＭｉｃｒｏＷｉｒｅデバイス定義時、アドレスビットを示します。 
Ａ ： “ａ” と同じ 
ｘ ： 無視 
Ｘ ： ｘ と同じ 

 

 

例： ＩｎｓｔＳｅｔ ＥｒａｓｅＡＬＬ ００１０ｘｘｘｘｘ 

 

 ※ＷｒｉｔｅＡＬＬインストラクション未使用、又は未定義のときは、全ビット“ｘ”を指定します。 
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 第４章 コマンド詳細 

 

４．５．８ ＰａｇｅＷＲ 定義 
 

ＭｉｃｒｏＷｉｒｅデバイスの ＰａｇｅＷｒｉｔｅ インストラクションセットを定義します。 

 

構文 ：ＩｎｓｔＳｅｔ ＰａｇｅＷＲ インストラクションセット定義 

 

インストラクションセット定義 ： Ｐａｇｅ Ｗｒｉｔｅ シーケンスのインストラクションセットを設定します。 

［文字列定義型］ 

文字には、“０１ａＡｘＸ＊” が使用されます。 

 

０ ： デバイスコードの“Ｌ”レベルを設定します。 
１ ： デバイスコードの“Ｈ”レベルを設定します。 
ａ ： ＭｉｃｒｏＷｉｒｅデバイス定義時、アドレスビットを示します。 
Ａ ： “ａ” と同じ 
ｘ ： 無視 
Ｘ ： ｘ と同じ 

 

 

例： ＩｎｓｔＳｅｔ ＰａｇｅＷＲ １１ａａａａａａ 

 

 ※ＰａｇｅＷＲｉインストラクション未使用、又は未定義のときは、全ビット“ｘ”を指定します。 
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 第４章 コマンド詳細

 

４．５．９ ＷｒｉｔｅＥｎ 定義 
 

Ｗｒｉｔｅ Ｅｎａｂｌｅ（書き込み許可設定）インストラクションセットを定義します。 

 

構文 ：ＩｎｓｔＳｅｔ ＷｒｉｔｅＥｎ インストラクションセット定義 

 

インストラクションセット定義 ： ＷｒｉｔｅＥｎａｂｌｅ（書き込み許可設定）シーケンスのインストラクションセ

ットを設定します。［文字列定義型］ 

文字には、“０１ｘＸ＊” が使用されます。 

 

０ ： デバイスコードの“Ｌ”レベルを設定します。 
１ ： デバイスコードの“Ｈ”レベルを設定します。 
ｘ ： 無視 
Ｘ ： ｘ と同じ 

 

 

例： ＩｎｓｔＳｅｔ ＷｒｉｔｅＥｎ ０００００１１０ 

 

 ※ＷｒｉｔｅＥｎ（書き込み許可設定）インストラクション未使用、又は未定義のときは、全ビット“ｘ”を指定します。 

 

 

 
29 Ｄｅｂｕｇ Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ   Ｄｅｖｉｃｅファイル解説 



 

 

第４章 コマンド詳細 

30 Ｄｅｂｕｇ Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ  Ｄｅｖｉｃｅファイル解説 

 

４．５．１０ ＷｒｉｔｅＤｓ 定義 
 

Ｗｒｉｔｅ Ｄｉｓａｂｌｅ（書き込み禁止設定）インストラクションセットを定義します。 

 

構文 ：ＩｎｓｔＳｅｔ ＷｒｉｔｅＤｓ インストラクションセット定義 

 

インストラクションセット定義 ： ＷｒｉｔｅＤｉｓａｂｌｅ（書き込み禁止設定）シーケンスのインストラクションセ

ットを設定します。［文字列定義型］ 

文字には、“０１ｘＸ＊” が使用されます。 

 

０ ： デバイスコードの“Ｌ”レベルを設定します。 
１ ： デバイスコードの“Ｈ”レベルを設定します。 
ｘ ： 無視 
Ｘ ： ｘ と同じ 

 

 

例： ＩｎｓｔＳｅｔ ＷｒｉｔｅＤｓ ０００００１１０ 

 

 ※ＷｒｉｔｅＤｓ（書き込み禁止設定）インストラクション未使用、又は未定義のときは、全ビット“ｘ”を指定します。 

 

 



  

 

デバッグソリューションズがここで提供する情報は、正確かつ信頼できるものと考えておりますが、その使用に関する責務は一切

負いません。ここに記載される情報は、２００５年３月におけるものです。訂正、変更、改版に追従していない場合があります。最終

的な確認はヘルプデスクにお問い合わせ下さい。 

 
 デバッグソリューションズ 

Ｄｅｂｕｇ Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ 
Web http://www.debsol.com 

E-Mail mail@debsol.com 
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